
「ストップ・ザ・無縁社会」

地域での支え合い
http://stop-muen.jp
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醸
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。
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れ
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取材を終えて
　　古着という身近なものが、チャリティーショップを通じて
困っている人への支援につながることが印象的でした。フリー
ヘルプの活動を取材する中で、西本理事長の「誰かのために行
動を起こす」という強い思いを実感することができました。

身近な資源を活用して
地域の課題と向き合う
～誰でもできる支援～

特定非営利活動法人フリーヘルプ
長田店：神戸市長田区腕塚町5‐3‐1アスタくにづか１番館南棟

TEL：078‐611‐5881
東加古川店：加古川市平岡町新在家29-7

TEL：079-421-3755

長田店の外観。店頭の黒板には、
寄せられた寄付金額が報告されている

ふらっとホーム東はりまの食事会（東加古川店）

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

　「チャリティーショップ」は、市民から寄付された
まだ使える物を販売し、その利益を非営利活動に活
用しているんだ。日本ではまだなじみが薄いけど、
欧米や韓国では広く普及しているよ。今回は神戸市
長田区や加古川市でチャリティーショップをしてい
る「フリーヘルプ」を紹介するよ。
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　近年、つながりの希薄化や社会的孤立、経済的困窮が課題となる中、地域共生社会の実現に向けて県内各地
でさまざまな支え合い活動が進められています。「地域での支え合いをすすめよう！」を合言葉に、つながりや絆が
大切にされる「支え合い社会」をみんなで考える場として、県民フォーラムを開催します。

「居場所、交流と支え合い」をキーワードに
パネルディスカッションで県内実践を報告！

日時　 平成30年8月28日（火）13：00～16：30
会場　 神戸芸術センター 芸術劇場（神戸市中央区）
対象　 「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの趣旨に賛同する方
定員　 800人
内容　 ●記念講演　「家族との関わり～母として・娘として～」
　　　 　講師：綾戸 智恵氏（ジャズシンガー）
●パネルディスカッション　「交流と支え合いの輪を広げよう」

参加
無料

「支え合い社会」県民フォーラム　開催予告

地域の居場所づくりを通じて交流を生み出し、支え合い活動を展開する住民主体の地域福祉実践の報告を受け、
社会的孤立の防止や身近な地域のつながり・支え合いの大切さについて考えます。

高齢化が進む明舞団地で、ボランティア仲間と「ふれあい食事処　明舞ひまわ
り」を立ち上げ、運営。さらに、配食サービスや見守り、料理教室、各種イベントを
開催するなど、「食」を通して地域のつながりを作っている。

明治末期の古民家を改修した地域交流ハウス「水仙の里」では、住民や移住希望者
などの交流を促進。また、助け合い事業「すけっとクラブ」では、急勾配が多い灘地
区（高齢化率45％超）の高齢者への生活援助や移動支援に取り組んでいる。

申込方法
「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンのWEBサイトに掲載の「チラシ・申込書」に必要事項をご記入の上、下
記事務局までFAXでお申し込みください（URL http://stop-muen.jp/）。
　事務局：兵庫県社会福祉協議会　企画部　TEL：078-242-4636　FAX：078-242-4153

パネリスト　入江 一惠氏　NPOひまわり会 理事（明石市）

コーディネーター　松原 一郎氏　関西大学社会学部 教授

丸野 登志子氏　特定非営利活動法人灘水仙の里 代表（南あわじ市）

市社協では、個人の家や空き家を活用し、住民同士がより身近に、気軽に集まれる「つどい場」づくりを推進。フォーラ
ムや交流会・研究会を通じて、つどい場に関する広報・啓発、つどい場同士の交流・ネットワーク化を図っている。

上野 武利氏　社会福祉法人西宮市社会福祉協議会 事務局長
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